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 ＪＥＳ工法は、軸直角方向に力の伝達可能
な継手を有する鋼製エレメントを嵌合させ本
体利用することで、路線下横断構造物を短期
間に安全に構築する工法です。 
 非開削で箱型や円形等の構造物を延長に制
約されずに容易に構築することができます。 
 

ＪＥＳ工法 
Jointed Element Structure method

 
路線下に構造物を、安全かつ経済的に構築。 

工法の概要 

 
●路面に与える影響が小さい 

施工したエレメントをそのまま本体構造物として用いるので、路盤面防護
工と本体構築工を同時に行うことができ、他工法に比べ、軌道面や舗装面に
与える影響を小さくできます。 

●構造物を容易に構築 
引張力を伝達できる継手を有するエレメントを用いて構造体を構築するの

で、様々な形状の構造物を短期間に安全に施工できます。 
●施工性が高く経済的 

一般部エレメントは、コの字型エレメントを使用することで、施工性の向
上と材料費の節減を図っています。 

工法の特長 
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